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総務教育常任委員会

６月定例会からスタート！～分割質問方式～

委
員
会
の
審
議

委
員
会
の
審
議
町
議
会
で
は
、
２
部
門
の
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
提
出
議
案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

町
議
会
で
は
、
２
部
門
の
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
提
出
議
案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

議場の演壇改修の内容は議場の演壇改修の内容は
　　　　　6月定例会に向け着手　　　　　6月定例会に向け着手

総
　
務
　
課

消
防
本
部

新
し
く
導
入
さ
れ

る
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
の
機
能
及
び

導
入
に
よ
る
住
民
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

Ａ　
新
シ
ス
テ
ム
は
、

気
象
情
報
や
県
内
河
川

の
氾
濫
状
況
等
各
種
防

災
機
関
の
情
報
を
集
約

し
、
そ
の
情
報
を
も
と

に
町
の
行
政
区
ご
と
に

危
険
度
を
細
か
く
表
示

す
る
も
の
で
、
町
の
避

難
指
示
発
令
の
際
の
基

準
に
な
る
シ
ス
テ
ム
と

な
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
経
験
に

基
づ
い
て
避
難
指
示
を

発
令
し
て
い
た
が
、
今

後
は
最
新
の
情
報
を
集

約
し
て
判
断
す
る
た

め
、
住
民
に
迅
速
に
情

報
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、導
入
効
果
が
高
い
。

通
信
指
令
業
務
共

同
化
に
伴
い
実
施

さ
れ
て
い
た
富
山
市
消

防
局
へ
の
職
員
4
名
の

派
遣
が
、
今
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
に
よ
る
今

後
の
富
山
市
と
の
連
絡

体
制
は
。

Ａ　
令
和
5
年
度
か
ら

3
年
間
、
月
に
1
度
の

ペ
ー
ス
で
課
題
検
討
を

行
っ
て
き
た
。
問
題
は

ほ
ぼ
解
消
さ
れ
、
４
名

が
引
き
上
げ
て
き
て
も

支
障
は
な
い
。

Q

Q

　令和８年６月定例会から、※分割質問方式と従来の一括質問方式の選択制となる。分割
して質問を行うことで、議論の充実と分かりやすい議会運営につなげていく。
※分割質問方式とは
代表・一般質問において、複数の質問項目がある場合に、質問者が全ての項目を一括して質問するのではなく、
質問項目ごとに区分して質問し、答弁者がその都度答弁する方法のこと。

教
育
委
員
会

部
活
動
地
域
展
開

・
地
域
連
携
推
進

事
業
に
お
い
て
、
部
活

動
指
導
を
行
う
た
め
の

資
格
等
に
つ
い
て
は
。

Ａ　
部
活
動
指
導
を
行

う
部
活
動
指
導
員
に
つ

い
て
は
、
学
校
教
育
に

お
け
る
部
活
動
の
位
置

付
け
や
教
育
的
意
義
等

の
必
要
な
研
修
の
受
講

に
加
え
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
順
守
等
が
要

件
で
あ
る
。

　
現
在
配
置
し
て
い
る

部
活
動
指
導
員
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ら
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
年
度
に
お
い

て
も
引
き
続
き
指
導
を

依
頼
す
る
予
定
。

Q

税
　
務
　
課

町
た
ば
こ
税
に
お

け
る
収
入
額
の
推

移
に
つ
い
て
は
。

Ａ　
た
ば
こ
の
価
格
が

上
昇
し
て
も
、
過
去
10

年
間
大
き
な
変
動
は
な

く
安
定
し
た
収
入
額
と

な
っ
て
い
る
。

Q
議
会
事
務
局

議
場
の
演
壇
改
修

の
内
容
及
び
工
事

の
時
期
に
つ
い
て
は
。

Ａ　
分
割
質
問
・
分
割

答
弁
に
対
応
す
る
た
め

質
問
者
と
答
弁
者
の
視

線
を
合
わ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
分
割
質
問
・
分
割
答

弁
の
導
入
を
予
定
し
て

い
る
令
和
８
年
６
月
定

例
会
に
間
に
合
う
よ
う

に
着
手
す
る
。

Q

企
画
政
策
課

（
仮
称
）
立
山
町

観
光
・
暮
ら
し
情

報
館
の
整
備
後
の
移
住

定
住
に
関
す
る
問
合
せ

や
相
談
の
対
応
に
つ
い

て
は
。

Ａ　
（
仮
称
）
立
山
町

観
光
・
暮
ら
し
情
報
館

の
整
備
後
は
、
役
場
が

閉
庁
し
て
い
る
土
曜

日
・
日
曜
日
の
相
談
対

応
も
予
定
し
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の

対
応
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
が
、
詳
細
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
検
討
す

る
。 Q

総
務
教
育
常
任
委
員
会
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産業厚生常任委員会 デマンド交通の利用方法はデマンド交通の利用方法は
　　　　　電話やLINE予約で　　　　　電話やLINE予約で

住
　
民
　
課

商
工
観
光
課

水
　
道
　
課

健
康
福
祉
課

建
　
設
　
課

農
林
課
・
農
業
委
員
会

町
営
バ
ス
に
デ
マ

ン
ド
交
通
を
導
入

す
る
際
の
利
用
方
法
は
。

Ａ　
電
話
又
は
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
予
約
を

考
え
て
お
り
、
出
発
停

留
所
と
目
的
地
停
留
所

を
選
ん
で
い
た
だ
く
。

　
停
留
所
に
つ
い
て
は

各
集
落
に
１
か
所
ず
つ

の
設
置
を
考
え
て
お
り
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
病
院
、
診
療
所
な
ど

に
も
協
賛
を
い
た
だ
き

な
が
ら
設
置
し
て
い
き

た
い
。

物
価
高
騰
対
策
企

業
支
援
事
業
」
で

の
、
小
規
模
事
業
者
生

産
性
向
上
支
援
補
助
金

に
つ
い
て
は
。

Ａ　
省
力
化
や
Ｄ
Ｘ
設

備
投
資
へ
補
助
す
る
こ

と
で
、
事
業
者
の
収
益

力
強
化
や
コ
ス
ト
削
減

に
よ
り
、
経
営
基
盤
強

化
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

A
I
を
活
用
し
た

D
X
管
路
施
設
点

検
調
査
の
水
道
料
金
へ

の
影
響
は
。

Ａ　
A
I
で
漏
水
リ
ス

ク
の
高
い
箇
所
を
特
定

し
、
効
率
的
な
更
新
を

行
う
こ
と
で
費
用
を
抑

制
で
き
る
。　
　
　
　

　
こ
の
調
査
は
例
年
の

委
託
料
の
範
囲
内
で
実

施
す
る
た
め
料
金
へ
の

影
響
は
な
い
。

「
保
育
所
等
運
営

事
業
」
で
の
、
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
利
用
想
定
人
数
は
。

Ａ　
立
山
町
こ
ど
も
計

画
に
記
載
の
人
数
見
込

み
と
確
保
内
容
を
考
慮

し
、
保
育
施
設
２
か
所

で
０
歳
児
１
人
ず
つ
、

１
・
２
歳
児
各
２
人
ず

つ
の
計
６
人
と
し
て
い

る
。

橋
り
ょ
う
等
ス

ト
ッ
ク
維
持
事
業

で
の
、
管
理
者
不
明
の

河
川
橋
り
ょ
う
点
検
内

容
は
。

「
明
日
を
担
う
農

業
経
営
体
育
成
事

業
」
で
の
、
担
い
手
不

足
解
消
の
一
助
と
し
て
、

す
き
ま
時
間
や
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
仕
組
み
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

Ａ　
町
道
の
橋
り
ょ
う

定
期
点
検
と
同
様
に
、

床
板
や
橋
台
な
ど
部
材

ご
と
に
損
傷
状
況
を
確

認
し
健
全
度
を
判
定
す

る
。
併
せ
て
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
す
る
。

Ａ　
令
和
８
年
度
よ
り

立
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
農
業
求
人
情
報
ペ
ー

ジ
を
設
け
る
予
定
。
ま

た
、
地
域
担
い
手
育
成

総
合
協
議
会
で
も
新
規

就
農
者
へ
の
セ
ミ
ナ
ー

や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、
情
報

提
供
し
て
い
く
。

Q

Q

Q

QQ

Q

条例の審議条例の審議

デマンド交通とはデマンド交通とは

立山町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正

立山町障害者福祉金条例の一部改正

支給審査委員会の委員数と構成は。

受給者への影響は。

国通知では、委員数は４～７人で、医師・弁護士・自治体職員・大学教授・ソーシャル
ワーカー等で構成される。

この改正により非課税の判定が所得税から住民税となり、また本人と家族での判定が本人
のみでとなるため、受給者が100人程度増加する見込みである。

利用者の予約に応じて運行する交通サービスのこと。決まった時刻やルートではなく、必要な
ときに運行される、バスとタクシーの中間的な仕組み。

Q

Q

A

A

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
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議
員　
人
口
減
少
や
物
価

高
騰
が
つ
づ
く
中
、
町
の

新
年
度
予
算
の
編
成
に
あ

た
っ
て
の
基
本
的
な
編
成

方
針
に
つ
い
て
問
う
。

町
長
　
新
年
度
予
算
編
成

は
、
第
１０
次
立
山
町
総
合

計
画
の
後
期
５
年
間
が
始

ま
る
年
度
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
子
育
て
支
援
や

教
育
環
境
の
整
備
、
公
共

交
通
の
維
持
、
更
に
は
都

市
機
能
の
集
約
化
な
ど
、

直
面
す
る
課
題
へ
の
対
応

議
員　
将
来
の
町
財
政
見

通
し
を
問
う
。

町
長　
財
政
の
健
全
化
を

示
す
指
標
を
活
用
し
て
い

る
。
フ
ロ
ー
指
標
で
あ
る

「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、

今
後
数
年
間
は
上
昇
す
る

が
、
ス
ト
ッ
ク
指
標
で
あ

る
「
将
来
負
担
比
率
」
は

減
少
し
て
い
く
と
見
込

ん
で
い
る
。
ど
ち
ら
も
、

「
健
全
な
段
階
」
を
維
持

し
て
い
る
が
、
各
種
施
策

を
推
進
す
る
に
は
、
財
政

の
裏
付
け
が
必
要
と
な
る

の
で
、
国
の
補
助
金
や
有

利
な
起
債
を
活
用
す
る
な

ど
、
工
夫
し
な
が
ら
財
政

運
営
を
し
て
い
く
。

今
日
、
75
歳
高
齢
者
世
帯

は
、
令
和
8
年
1
月
1
日

現
在
、
２
千
世
帯
弱
で
単

身
世
帯
は
767
世
帯
で
あ

る
。

　
ま
た
、
道
路
、
橋
、
水

道
の
イ
ン
フ
ラ
も
老
朽
化

し
て
い
る
。

　

6
期
目
に
向
け
て
は
、

出
来
な
い
も
の
は
出
来
な

い
と
は
っ
き
り
言
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
4

年
後
と
い
う
よ
り
も
、
10

年
後
20
年
後
、
こ
の
町
で

暮
ら
す
人
の
生
命
を
守
れ

る
だ
け
の
財
政
力
や
イ
ン

フ
ラ
を
維
持
す
る
。
次
世

代
に
過
度
な
負
担
を
残
さ

な
い
た
め
に
「
今
、
こ
れ

を
や
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
」

と
住
民
に
説
明
す
る
こ
と

で
あ
る
。

を
重
点
的
に
進
め
て
い

く
。

　
ま
た
、
災
害
か
ら
町
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
、
防
災
・
強
靭
化
対
策

を
実
施
す
る
。
管
理
者
不

明
の
橋
り
ょ
う
点
検
に
取

り
組
む
な
ど
、
将
来
の
課

題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な

く
対
応
し
て
い
く
。

佐藤康弘  議員

新年度予算
❶基本的な編成方針は

子育て支援・
都市機能集約等を進める

6
期
目
の
町
政

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
認
識
と
対
応
は

人
口
減
少
と
高
齢
者
世
帯
の
対
応
を
担
う

❷財政見通しは
国の補助金等

活用し財政運営

議
員　
6
期
目
の
町
政
を

担
う
に
あ
た
り
、
町
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
4
年
後
の
町

を
ど
の
よ
う
に
描
き
運
営

し
て
い
く
の
か
を
問
う
。

町
長　
選
挙
期
間
中
、
町

民
の
方
と
直
接
会
話
を
す

る
中
で
も
強
く
感
じ
た
こ

と
は
、「
人
口
減
少
と
高

齢
者
世
帯
、
増
加
へ
の
対

応
」
で
あ
る
。

　
県
外
の
大
学
等
を
卒
業

後
、
県
外
で
就
職
す
る
な

ど
、
現
役
世
代
が
減
り
人

口
減
少
が
進
ん
だ
。
同
時

に
、
高
齢
者
世
帯
が
増
え

た
。
昭
和
の
時
代
、
三
世

代
同
居
で
、
家
族
で
助
け

合
う
た
め
、
買
い
物
、
通

院
難
民
は
ま
れ
だ
っ
た
が
、

代 表 質 問

代 表 一 般 質 問・
11名の議員が質問を行いました。

一部の質問・答弁について、その要旨を掲載しています。

聞
き
た
い
！

コ
コ
を

その他の質問は　
こちら▶

立山町議会　
YouTube　
チャンネル▶

本会議の動画を配信しています。

賛否はこちら▶

詳しくは、図書館や議会事務局に会議録があるほか、町ホームページでも見る
ことができます。 https://www.town.tateyama.toyama.dbsr.jp/index.php/

代　
表　
質　
問
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宇佐美淳  議員

澤井峰子  議員

地鉄立山線
利用客の増加に向けて

整備はできない

議
員　
令
和
８
年
度
後
半

に
開
始
す
る
デ
マ
ン
ド
運

行
実
証
事
業
の
概
要
と
広

域
化
の
可
能
性
は
。

町
長　
町
営
バ
ス
６
路
線

の
う
ち
、
芦
峅
寺
線
運
行

エ
リ
ア
を
除
く
、
町
内
全

域
で
デ
マ
ン
ド
運
行
の
実

証
事
業
を
予
定
し
て
い

る
。

　
運
行
時
間
は
午
前
８
時

～
午
後
６
時
と
し
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
て
電
話
か

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約

受
付
を
行
い
、
希
望
す
る

停
留
所
間
を
利
用
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

　
利
用
料
金
は
、
距
離
に

応
じ
て
500
円
～
700
円
程
度

を
想
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
通
勤
通
学
確
保

の
た
め
、
伊
勢
屋
線
と
北

部
循
環
線
の
朝
便
と
芦
峅

寺
線
終
日
は
現
状
維
持
と

す
る
。

　
ま
た
今
後
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、
広
域
連

携
も
含
め
、
実
情
に
応
じ

た
事
業
内
容
と
し
て
い

く
。

議
員　
各
集
落
が
管
理
す

る
自
治
公
民
間
の
老
朽
化

に
伴
う
支
援
が
重
要
で
あ

る
。

　

建
築
費
補
助
制
度
に

は
、
耐
震
等
に
関
す
る
も

の
が
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
補
助
制
度
が

必
要
で
は
。

町
長　
町
で
は
自
治
公
民

館
の
新
築
又
は
改
築
に
対

し
て
、
対
象
経
費
の
10
％

以
内
（
上
限
200
万
円
）、

増
築
に
は
対
象
経
費
30
％

以
内
（
上
限
40
万
円
）
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
令
和
６
年
度
に
は

12
自
治
公
民
館
に
省
エ
ネ

改
修
支
援
事
業
と
し
て
補

助
対
象
費
１
／
３
（
上
限

200
万
円
）
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

　
町
で
は
耐
震
工
事
費
等

の
補
助
制
度
は
設
け
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
県
内
外

の
事
例
や
、
県
及
び
町
の

住
宅
耐
震
診
断
等
の
補
助

制
度
を
参
考
に
、
自
治
公

民
館
に
対
す
る
補
助
基
準

や
金
額
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

町営バス
デマンド運行の概要は

一部現状維持

自
治
公
民
館

耐
震
等
に
関
す
る
補
助
制
度
を

県
内
外
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る

盛
土
規
制
法

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

一
部
影
響
は
あ
る

議
員　
尖
山
へ
の
登
山
者

が
か
な
り
増
大
し
て
い
る

と
見
え
る
。
尖
山
か
ら
千

垣
山
へ
通
り
抜
け
て
行
く

登
山
道
を
開
設
し
、
合
わ

せ
て
ト
イ
レ
、
休
憩
所
等

も
整
備
し
て
、
横
江
駅
及

び
千
垣
駅
の
利
用
客
増
加

に
結
び
つ
け
ら
れ
な
い

か
、
考
え
を
問
う
。

町
長　
尖
山
は
利
用
客
増

加
へ
の
可
能
性
を
持
つ
観

光
資
源
で
も
あ
る
。
し
か

し
登
山
者
の
多
く
は
自
家

用
車
を
利
用
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
。
立
山
線
存
続

施
策
の
一
つ
に
公
共
交
通

P
R
促
進
を
掲
げ
て
お

り
、
提
案
の
と
お
り
電
車

が
あ
る
か
ら
こ
そ
体
験
で

き
る
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ

が
必
要
と
な
る
。

　
し
か
し
、
町
が
新
た
に

登
山
道
や
ト
イ
レ
、
休
憩

所
を
整
備
す
る
費
用
に
見

合
う
だ
け
の
、
地
鉄
の
利

用
者
増
が
見
込
め
る
だ
ろ

う
か
。
現
在
の
と
こ
ろ
整

備
す
る
予
定
は
な
い
。

議
員　
令
和
7
年
5
月
よ

り
盛
土
規
制
法
の
運
用
が

開
始
さ
れ
た
。
公
共
工
事

も
規
制
の
対
象
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
強
固

な
擁
壁
等
の
設
置
が
必
要

に
な
り
、
工
事
設
計
、
積

算
に
影
響
が
出
る
と
考
え

る
。
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
る
の
か
問
う
。

建
設
課
長　

公
共
工
事

も
法
に
基
づ
き
、
許
可
ま

た
は
届
出
が
必
要
と
な
っ

た
。
法
に
定
め
る
基
準
の

擁
壁
を
使
用
す
る
必
要
も

あ
る
。

　

な
お
道
路
改
良
事
業

や
、
土
地
改
良
事
業
な
ど

の
工
事
は
許
可
、
届
出
を

要
し
な
い
の
で
影
響
は
受

け
な
い
。切土

盛土

一 般 質 問

一　
般　
質　
問
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立山町議会は　　　  に注目しています！立山町議会は　　　  に注目しています！立山町議会は　　　  に注目しています！ココココココ
出産準備支援事業（２万円）、
誕生お祝いポイント（３万円）
出産準備支援事業（２万円）、
誕生お祝いポイント（３万円）

675万円675万円
各1万円増額各1万円増額

健康福祉課

地鉄立山線
再構築本調査業務
地鉄立山線

再構築本調査業務
2,000万円2,000万円

鉄道ネットワーク
維持補助金（地鉄へ）
鉄道ネットワーク
維持補助金（地鉄へ）
2,400万円2,400万円
地鉄立山線の維持地鉄立山線の維持

企画政策課

Ｒ５豪雨災害
林道の災害復旧
Ｒ５豪雨災害
林道の災害復旧
4億6,776万円4億6,776万円

農林課

管理者不明
河川橋りょう点検等
管理者不明

河川橋りょう点検等
453万円453万円
29橋を４年間で点検29橋を４年間で点検

建設課

有害鳥獣等
防止対策事業
有害鳥獣等
防止対策事業
2,087万円2,087万円

物価高騰対応
学校給食費補助金
物価高騰対応
学校給食費補助金
9,339万円9,339万円
小学生は無償化、
中学生は一部を一律支援
小学生は無償化、
中学生は一部を一律支援

教育委員会

（仮称）立山町観光・
暮らし情報館

（移住交流拠点施設）
整備事業

（仮称）立山町観光・
暮らし情報館

（移住交流拠点施設）
整備事業
4,967万円4,967万円

企画政策課

8/1～10/31
生まれ募集中！

▲
応募はこちらから

▲
応募はこちらから 2024年6月24日生 2才2024年6月24日生 2才

（やまもと つむぎ）（やまもと つむぎ）

山本紬生さん山本紬生さん

2025年6月13日生 1才2025年6月13日生 1才

（うえの あきと）（うえの あきと）

上野白翔さん上野白翔さん

2023年6月19日生 3才2023年6月19日生 3才

（うらやま けいか）（うらやま けいか）

浦山蛍佳さん浦山蛍佳さん

2025年7月6日生 1才2025年7月6日生 1才

（うらやま いさと）（うらやま いさと）

浦山衣郷さん浦山衣郷さん

2019年5月4日生 7才2019年5月4日生 7才

（さくらい たいが）（さくらい たいが）

櫻井大河さん櫻井大河さん

2016年6月21日生 10才2016年6月21日生 10才

（さくらい だいち）（さくらい だいち）

櫻井大地さん櫻井大地さん

2024年7月22日生 2才2024年7月22日生 2才

（よりた ゆづき）（よりた ゆづき）

寄田結月さん寄田結月さん

３
月
定
例
会
概
要

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
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３
月
定
例
会
概
要
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議
員　
全
国
各
地
で
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
や
デ
マ
ン
ド
交

通
な
ど
、
様
々
な
取
り
組

み
が
さ
れ
て
い
る
な
か
、

令
和
５
年
12
月
以
降
何
度

か
質
問
し
て
き
た
。

　
町
長
は
６
期
目
に
あ
た

り
、
町
営
バ
ス
の
見
直
し

に
取
り
組
み
た
い
と
訴
え

ら
れ
て
い
た
が
、
新
年
度

予
算
に
は
入
っ
て
い
な

い
。

　
町
民
に
広
く
周
知
す
る

た
め
に
も
、
今
後
町
営
バ

ス
を
ど
の
様
に
運
行
し
て

い
く
の
か
町
長
の
思
い

は
。

町
長　
「
買
い
物
に
行
き

た
い
が
、
町
営
バ
ス
の
時

間
が
間
に
合
わ
な
い
」「
近

く
に
町
営
バ
ス
の
停
留
所

が
な
い
」
な
ど
の
意
見
を

聞
く
。

　

デ
マ
ン
ド
運
行
で
は
、

希
望
す
る
時
間
に
、
希
望

す
る
場
所
へ
直
接
行
く
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
利
便
性
が
格
段
に
向

上
す
る
と
思
わ
れ
、
そ
の

分
、
料
金
負
担
の
増
額
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る

が
、「
た
て
ポ
交
通
ポ
イ

ン
ト
」
付
与
事
業
を
行
っ

て
い
く
。

　
予
算
に
関
し
て
は
、
国

補
助
金
の
申
請
準
備
を
し

て
お
り
、
６
月
定
例
会
で

関
連
予
算
を
上
程
す
る
予

定
。

髪口清隆  議員

坂井立朗  議員

町営バス
今後の運行は
デマンド運行を検討

有害鳥獣
防止対策は

ドローン・
ＩＣＴ檻を活用

町政運営
意気込みを問う

責任ある政治をしていく

議
員　
昨
年
、
立
山
町
内

で
は
山
岳
地
帯
か
ら
平
野

部
の
広
範
囲
に
か
け
て
ク

マ
が
頻
繁
に
出
没
し
、
残

念
な
こ
と
に
２
件
の
人
身

被
害
が
あ
っ
た
。

　
令
和
７
年
９
月
１
日
か

ら
、
緊
急
銃
猟
制
度
が
設

け
ら
れ
町
内
で
も
実
施
さ

れ
た
。
町
内
に
お
け
る
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
状
況
は
。

　
新
年
度
予
算
に
「
ク
マ

等
航
空
調
査
業
務
」「
大

型
I
C
T
サ
ル
檻
」
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
、
今
後

の
防
止
対
策
は
。

農
林
課
長　
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
58
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
25

頭
、イ
ノ
シ
シ
成
獣
83
頭
、

幼
獣
27
頭
、
二
ホ
ン
ジ
カ

成
獣
２
頭
、カ
ラ
ス
６
羽
。

　
「
ク
マ
等
航
空
調
査
業

務
」は
、温
度
感
知
や
ズ
ー

ム
機
能
を
備
え
た
ド
ロ
ー

ン
で
、
上
空
か
ら
調
査
を

行
う
。

　
「
大
型
I
C
T
サ
ル
檻
」

は
、
動
物
が
侵
入
す
る
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
通
知

さ
れ
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を

確
認
し
な
が
ら
遠
隔
で
檻

を
閉
め
る
こ
と
が
可
能

で
、
20
～
30
頭
の
捕
獲
が

で
き
る
。

下
段
保
育
所

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

令
和
11
年
度
末
の
廃
所
を
目
途

議
員　
６
期
目
の
町
政
運

営
に
掛
け
る
意
気
込
み
を

問
う
。

町
長　

２
月
の
就
任
式

で
、「
次
世
代
に
説
明
で

き
る
よ
う
責
任
あ
る
政

治
を
し
て
い
く
」「
今
や

れ
る
こ
と
を
や
っ
て
お

く
」
と
職
員
を
前
に
訓
示

し
た
。
町
長
に
は
20
年
後

の
納
税
者
に
対
し
て
も
責

任
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
こ
ど
も
た
ち
世
代
に

過
度
な
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
、
各
種
事
業
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
住
民
が
、
普
段
、
自
分

の
住
む
町
の
政
治
や
行
政

を
あ
ま
り
意
識
し
な
い
で

暮
ら
し
て
い
て
も
、
非
常

時
に
は
役
に
立
つ
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕

事
を
す
る
、
こ
れ
が
市
町

村
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い

る
。

議
員　

下
段
保
育
所
の

今
後
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長　
平
成
28
年
度
に
策

定
し
た
「
町
公
共
施
設
等

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
で

は
、
人
口
動
向
や
乳
幼
児

数
、
施
設
の
老
朽
化
等
を

勘
案
し
、
下
段
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

末
ま
で
を
「
廃
所
」
の
目

標
年
度
と
し
て
い
た
。

　

近
年
の
入
所
児
童
数

は
、
利
用
定
員
の
７
割
強

で
あ
る
50
数
名
程
度
で
横

ば
い
に
推
移
し
て
い
た
た

め
、
廃
所
の
判
断
は
先
送

り
に
し
て
い
た
。

　

一
方
、
町
全
体
で
は
、

保
育
所
の
入
所
児
童
数
が

減
少
し
て
お
り
、
職
員
採

用
を
控
え
て
き
た
。ま
た
、

施
設
自
体
の
老
朽
化
が
著

し
い
。
下
段
保
育
所
の
児

童
数
は
、
今
後
新
規
入
所

が
な
け
れ
ば
、「
令
和
11

年
度
末
の
廃
所
」
を
目
途

と
す
る
。

　
現
在
入
所
中
の
児
童
や

保
護
者
に
対
し
て
は
、
丁

寧
な
対
応
に
努
め
る
と
と

も
に
、
新
年
度
に
保
護
者

や
地
域
住
民
の
方
々
に

説
明
を
し
、
理
解
を
得
た

上
で
町
広
報
等
で
案
内
す

る
。

一 般 質 問
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堀田　努  議員

松倉勝実  議員

五百石地区再開発
住民参加の位置づけに
地区住民との意見交換を重ねる

町長町議選
電子投票器の導入を
導入には慎重な判断が

必要である

議
員　
４
年
間
で
国
政
選

挙
等
５
回
の
立
会
人
を
経

験
し
た
。
疑
問
票
の
処
理

に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

新
シ
ス
テ
ム
の
電
子
投
票

機
の
導
入
を
請
う
。

町
長　
現
在
の
開
票
作
業

に
お
い
て
は
、
候
補
者
名

の
判
読
に
時
間
を
要
す
る

ほ
か
、
疑
問
票
や
無
効
票

が
一
定
数
発
生
す
る
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。
電
子
投

票
は
、
こ
の
課
題
に
対
し

効
果
的
な
解
決
策
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。そ
の
上
、

開
票
時
間
の
短
縮
が
期
待

さ
れ
る
。
一
方
で
こ
の
機

器
を
導
入
す
る
に
は
、
初

期
費
用
・
運
用
・
保
守
費

用
等
新
た
な
財
政
的
な

負
担
が
生
じ
る
。（
全
て

の
投
票
所
に
当
該
機
器
を

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。）
電
子
投
票
は
、
地

方
自
治
体
の
選
挙
に
限
ら

れ
、
全
国
的
に
そ
の
事
例

は
少
な
い
。
ト
ー
タ
ル
の

費
用
の
観
点
か
ら
、
導
入

に
は
慎
重
な
判
断
が
必
要

で
あ
る
。

議
員　
身
寄
り
の
な
い
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
々

は
、
死
後
に
不
安
を
持
っ

て
い
る
。
元
気
な
時
か

ら
、
生
活
支
援
制
度
の
中

で
墓
の
事
、
財
産
処
理
の

こ
と
等
を
告
知
し
不
安
解

消
を
。

町
長　
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
を
取
り
巻
く
問
題
は
、

医
療
面
を
は
じ
め
、介
護・

生
活
面
、
法
的
な
手
つ
づ

き
等
複
雑
化
し
て
い
る
。

特
に
身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
を
支
え
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
町
で
は
、
希
望

等
を
書
く
こ
と
が
出
来
る

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

を
窓
口
に
設
置
し
て
い

る
。
又
、
将
来
へ
の
不
安

等
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
無

料
相
談
や
「
法
テ
ラ
ス
」

等
の
関
係
機
関
を
紹
介
し

て
い
る
。
加
え
て
権
利
擁

護
の
必
要
が
あ
る
が
身
寄

り
が
な
い
等
の
場
合
は
、

本
人
や
親
族
に
代
わ
っ
て

町
長
が
家
裁
に
後
見
開
始

申
し
立
て
を
行
っ
て
い

る
。
又
、
国
で
は
令
和
６

年
度
か
ら
「
身
寄
り
の
な

い
高
齢
者
等
が
抱
え
る
生

活
上
の
課
題
に
対
応
す
る

モ
デ
ル
事
業
」
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
、
国
の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

議
員　
移
住
交
流
拠
点
施

設
は
じ
め
、
今
後
予
定
す

る
施
設
や
設
備
に
対
し
、

住
民
に
よ
る
要
望
の
声
が

上
が
り
始
め
て
い
る
。
こ

の
後
も
要
望
等
を
募
り
取

り
ま
と
め
、
住
民
参
加
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位

置
付
け
た
い
が
、
町
の
見

解
を
問
う
。

町
長　
昨
年
実
施
し
た
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
に
お
い
て
、
地
元
住
民

と
民
間
事
業
者
が
五
百
石

駅
周
辺
エ
リ
ア
独
自
の
魅

力
を
、
と
も
に
創
出
す
る

仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ

議
員　
平
地
に
降
り
て
き

た
ク
マ
が
、
住
宅
の
雑
木

に
隠
れ
て
人
を
襲
っ
た
と

い
う
、
悲
惨
な
事
故
が
起

こ
っ
た
。

　
生
活
圏
に
ク
マ
が
入
り

込
ま
な
い
よ
う
、
ま
た
地

区
の
環
境
の
た
め
に
も
雑

木
の
伐
採
が
急
務
で
あ

る
。
各
戸
に
雑
木
処
理
を

強
く
要
請
す
る
方
策
は
な

い
か
を
問
う
。

農
林
課
長　
民
家
敷
地
の

雑
木
林
は
ク
マ
や
サ
ル
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
有
害

鳥
獣
が
隠
れ
や
す
い
場
所

に
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
空
き
家
敷
地
の
雑

木
は
、
ク
マ
の
隠
れ
場
所

や
出
没
の
要
因
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
私
有
地
の
雑
木
が
繁
茂

し
、
道
路
へ
は
み
出
し
て

い
る
状
況
が
あ
れ
ば
、
所

有
者
が
切
除
の
催
告
に
応

じ
な
い
と
き
、
ま
た
は
所

有
者
が
不
明
で
あ
る
場
合

で
、
危
険
が
あ
り
緊
急
を

要
す
る
と
き
は
、
建
設
課

が
道
路
に
は
み
出
し
て
い

る
部
分
を
切
除
す
る
。

　
町
と
し
て
は
関
係
部
局

が
連
携
し
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
町
民
に
さ
ら
に

周
知
す
る
こ
と
で
、
民
家

庭
木
等
の
環
境
改
善
と
ク

マ
対
策
双
方
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。

ク
マ
対
策

住
宅
の
雑
木
伐
採
が
急
務

関
係
部
局
が
連
携
し
取
り
組
む

終
活
支
援

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
終
活
支
援
制
度
を

体
制
構
築
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
を
確
認
し
た
。

　
地
元
住
民
や
関
係
団
体

と
の
意
見
交
換
を
重
ね
な

が
ら
、
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
街

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

一 般 質 問
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議
員　
雄
山
高
校
の
志
願

者
数
を
受
け
て
町
の
支
援

を
問
う
。

町
長　
令
和
８
年
度
の
雄

山
高
校
の
志
願
者
数
は
、

普
通
科
で
定
員
を
著
し
く

下
回
っ
た
。
こ
れ
は
昨
年

の
倍
率
が
1.2
倍
で
あ
っ
た

た
め
、
受
験
生
か
ら
避
け

ら
れ
た
こ
と
と
、
私
立
高

校
授
業
料
の
実
質
無
償
化

が
大
き
く
影
響
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
町
で
は
、
雄

山
高
校
と
令
和
２
年
９
月

に
締
結
し
た
「
包
括
連
携

協
定
」
に
基
づ
き
観
光
や

村井一仁 議員

雄山高校
町の支援を問う
選ばれる高校として

県へ要望

ま
ち
づ
く
り
分
野
の
課
題

探
究
活
動
な
ど
学
習
の
支

援
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
高
校
と
し
て
、

立
山
ま
つ
り
な
ど
町
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
協
力
し
地
域

か
ら
の
期
待
に
応
え
、
生

徒
に
と
っ
て
も
学
校
生
活

へ
の
活
力
に
つ
な
げ
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
活
動
を
引
き
続
き
支
援

し
て
い
く
と
同
時
に
県
に

は
、
選
ば
れ
る
高
校
と
し

て
魅
力
向
上
施
策
を
展
開

し
て
い
た
だ
く
よ
う
こ
れ

ま
で
同
様
、
粘
り
強
く
要

望
す
る
。

議
員　
移
住
交
流
拠
点
施

設
整
備
事
業
内
容
と
定
住

促
進
事
業
補
助
事
業
の
予

算
拡
充
と
周
知
方
法
に
つ

い
て
問
う
。

企
画
政
策
課
長　
移
住
交

流
拠
点
施
設
は
、国
の「
地

域
未
来
交
付
金
」
制
度
を

活
用
し
、
国
か
ら
２
分
の

１
の
補
助
を
受
け
て
施
設

に
隣
接
す
る
広
場
や
道
路

の
整
備
等
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
定
住
促
進
事
業

は
、
予
算
拡
充
し
、
ま
ち

議
員　
年
間
相
談
・
移
住

成
約
の
現
状
評
価
を
ふ
ま

え
、
関
係
人
口
創
出
や

若
年
層
移
住
促
進
に
向

け
、
観
光
接
点
を
活
か
し

た
導
線
づ
く
り
や
空
き
家

対
策
、
民
間
連
携
等
機
能

強
化
を
ど
う
図
り
、
本
施

設
を
人
口
政
策
の
中
核
拠

点
と
し
成
果
明
確
化
の
下 

ど
う
展
開
す
る
の
か
方
針

と
決
意
を
問
う
。

町
長　
移
住
相
談
は
令
和

6
年
度
35
件
、
7
年
度
2

な
か
で
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
た
空
き
家
を
購

入
し
移
住
し
た
場
合
の
補

助
を
手
厚
く
す
る
。

　
事
業
効
果
を
高
め
る
た

め
の
情
報
発
信
方
法
と
し

て
、
空
き
家
所
有
者
に
対

し
、
税
務
課
か
ら
送
付
す

る
固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
に
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
お
知
ら
せ
を
同
封
し
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

を
積
極
的
に
促
し
て
周
知

す
る
。

月
末
30
件
。
移
住
者
も

年
々
増
だ
が
転
出
超
過
に

あ
る
。
本
施
設
は
人
口
政

策
の
中
核
拠
点
と
し
て

K
P
I
目
標
を
掲
げ
、
空

き
家
情
報
提
供
や
交
流
機

能
も
様
々
備
え
、
観
光
と

連
動
し
移
住
・
定
住
促
進

と
町
全
体
へ
の
地
域
活
性

化
の
波
及
を
図
る
方
針
決

意
で
あ
る
。

ま
ち
な
か 

リ
・
デ
ザ
イ
ン

施
設
整
備
内
容
と
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
積
極
的
に
定
住
促
進
を
周
知

移
住
交
流
拠
点
施
設
整
備

人
口
政
策
中
核
拠
点
と
し
て
の
決
意
は

※

K
P
I
の
も
と
移
住
定
住・地
域
活
性
化
を

経明　純  議員

町営バス再編
デマンドバス停を
利用しやすい設計に
公民館等徒歩圏拠点で設計

議
員　
予
約
制
ワ
ゴ
ン
導

入
報
道
を
踏
ま
え
、
高
齢

化
・
免
許
返
納
増
に
対
応

し
た
移
動
手
段
確
保
の
考

え
、
施
策
導
入
の
判
断
基

準
、
将
来
の
公
共
交
通
の

方
向
性
、
免
許
返
納
と
利

用
の
相
関
、
ア
ン
ケ
ー
ト

等
実
施
状
況
、
再
編
事
業

の
位
置
づ
け
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
ス
停
化

等
利
便
性
配
慮
を
問
う
。

町
長　
高
齢
化
や
免
許
返

納
者
の
増
加
に
対
応
し
、

町
内
の
公
共
交
通
は
鉄

道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・

町
営
バ
ス
の
連
携
強
化

に
よ
り
交
通
弱
者
の
移
動

手
段
確
保
を
図
っ
て
い

る
。
利
用
減
少
は
人
口
減

に
加
え
接
続
不
足
や
ニ
ー

ズ
と
の
乖
離
が
要
因
で
あ

り
、
導
入
判
断
は
ニ
ー
ズ

対
応
・
他
事
業
者
へ
の
影

響
・
財
政
負
担
を
踏
ま
え

た
持
続
可
能
性
を
基
準
と

す
る
。

　
「
ち
ょ
う
ど
い
い
公
共

交
通
」
を
理
念
に
再
編
を

進
め
、
免
許
非
保
有
・
返

納
者
が
バ
ス
利
用
中
8
割

の
実
態
や
県
内
他
事
例
を

参
考
に
、
定
時
定
路
と
デ

マ
ン
ド
運
行
の
併
用
に
よ

る
持
続
可
能
な
福
祉
型
公

共
交
通
体
系
の
構
築
を
目

指
す
。
最
寄
り
バ
ス
停
は

集
落
公
民
館
等
軸
に
設
計

す
る
。

※
K
P
I
と
は

K
e
y  

P
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e 

I
n
d
i
c
a
t
o
r（
重
要
業
績
評

価
指
標
）　

目
標
に
ど
れ
だ
け
近
づ
い

て
い
る
か
を
示
す
数
字
の
目
安
。
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○○○○方面 

後藤智文  議員

松原幹昌  議員

岩峅寺駅前周辺
にぎわい創出にどう取り組む

意見交換の場は重要だ

学力向上事業
教員の指導力向上で
期待される効果

児童生徒の自己調整力向上

議
員　
岩
峅
寺
駅
前
が
さ

び
れ
て
、
地
元
か
ら
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
を
望
む
声

が
大
き
い
。
岩
峅
寺
駅
前

公
園
改
修
費
用
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

　
ま
た
、
町
長
は
、
立
山

地
区
振
興
会
総
会
の
あ
い

さ
つ
の
中
で
、「
立
山
線

再
構
築
本
調
査
と
岩
峅
寺

駅
前
の
開
発
と
併
せ
て
や

議
員　
町
で
は
、
こ
の
４

年
間
、
読
解
力
向
上
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
新
井
紀

子
先
生
の
指
導
の
も
と
、

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き

た
と
認
識
す
る
。

　
今
後
は
、
上
智
大
学
奈

須
正
裕
教
授
の
指
導
の
も

と
、
学
ぶ
意
欲
を
育
て
る

授
業
づ
く
り
へ
と
つ
な

げ
、
教
員
の
指
導
力
向
上

に
取
り
組
ま
れ
る
と
の
こ

と
。
期
待
さ
れ
る
成
果
を

問
う
。

れ
た
ら
い
い
」
と
発
言
さ

れ
た
。地
元
と
し
て
も「
岩

峅
寺
駅
周
辺
開
発
協
議

会
」
な
る
も
の
が
で
き
れ

ば
い
い
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

町
長　
岩
峅
寺
駅
前
公
園

の
改
修
は
、
公
園
内
の
樹

木
の
伐
採
や
富
山
地
方
鉄

道
立
山
線
の
線
路
側
に
防

護
柵
の
設
置
、
ト
イ
レ
の

給
水
管
の
更
新
並
び
に
和

教
育
長　
こ
れ
か
ら
の
教

育
は
、
一
人
ひ
と
り
が
習

得
し
た
知
識
を
活
用
し
、

友
達
と
話
し
合
う
中
で
、

方
向
性
を
見
出
す
こ
と
、

必
要
な
内
容
等
に
つ
い
て

考
え
る
自
己
調
整
力
が
課

題
と
捉
え
る
。
奈
須
教
授

の
指
導
・
助
言
の
も
と
、

教
員
が
新
し
い
学
力
観
に

基
づ
い
た
授
業
改
善
・
授

業
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
本
町
の
児
童
生
徒

の
自
己
調
整
力
が
高
ま
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員　
読
解
力
向
上
の
取

り
組
み
の
成
果
を
継
続
す

る
う
え
で
、
今
後
の
課
題

は
、
教
員
や
地
域
の
大
人

が
、
自
ら
の
力
で
学
び
を

展
開
で
き
る
体
制
づ
く
り

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
修
内
容

を
、
教
員
や
地
域
の
大
人

が
主
体
的
に
担
っ
て
い
く

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
の

見
解
及
び
教
員
や
地
域
の

大
人
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
育
成
す
る
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
の

見
解
を
問
う
。

教
育
長
　
読
み
解
く
ス
キ

議
員　
公
共
交
通
の
在
り

方
が
議
論
さ
れ
、
そ
の
中

で
今
年
の
後
半
か
ら
デ
マ

ン
ド
交
通
が
試
験
運
用
さ

れ
る
。
広
い
立
山
町
の
中

で
中
山
間
地
も
含
め
て
運

行
が
可
能
か
ど
う
か
。

町
長　
町
営
バ
ス
の
デ
マ

ン
ド
運
行
実
証
事
業
は
、

芦
峅
寺
線
の
運
行
エ
リ
ア

を
除
く
、
町
内
全
域
で
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

式
ト
イ
レ
を
洋
式
へ
の
改

修
な
ど
を
行
う
。

　
ま
た
、
協
議
会
等
の
設

立
予
定
は
な
い
が
、
町
と

し
て
の
目
的
や
課
題
に
対

し
て
地
域
住
民
と
意
見
交

換
の
機
会
を
設
け
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
際
は
、

声
が
け
を
す
る
の
で
建
設

的
な
意
見
を
お
願
い
す

る
。

ル
の
指
導
に
つ
い
て
、
担

い
手
と
し
て
同
じ
教
員
が

継
続
す
る
こ
と
は
、
課
題

が
あ
る
。
P
T
A
や
地
域

の
大
人
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
子
供
た
ち
を

指
導
す
る
た
め
に
は
、
高

度
な
専
門
性
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も

難
し
い
と
考
え
る
。
町
で

は
、
各
学
校
の
教
務
主
任

に
よ
る
「
読
み
解
く
力
」

向
上
推
進
委
員
会
を
定
期

的
に
開
催
し
、
各
学
校
の

取
り
組
み
紹
介
や
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
る
。

　
今
後
と
も
、
各
学
校
の

主
体
的
な
取
り
組
み
に
重

点
を
置
き
な
が
ら
、
そ
の

取
り
組
み
内
容
を
町
全
体

で
共
有
し
、
学
力
向
上
に

取
り
組
む
体
制
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

公
共
交
通

デ
マ
ン
ド
交
通
運
用
範
囲
は

一
部
を
除
い
て
町
内
全
域※イメージ

一 般 質 問

一　
般　
質　
問

たてやま議会だより No.98（2026.5.1発行 令和8年3月定例会号）11



応募期間

応募資格

募集写真

応募方法

掲載方法

応募上の
注意

応 募 先

内山昭氏（元議員）、
全国町村議会議長会表彰を受賞

あ と が き

■
 発

　
行

 ／
 立

山
町

議
会

■
 責

任
者

 ／
 議

長
　

平
井

　
久

秋
　

■
 編

　
集

 ／
 議

会
広

報
特

別
委

員
会

立
山

町
議

会
事

務
局

〒
930-0292  富

山
県

中
新

川
郡

立
山

町
前

沢
2440番

地
HP  httpｓ://w

w
w

.tow
n.tateyam

a.toyam
a.jp/

2026.5.1
98

No.

議会や議会だよりについて、みなさんの
ご意見・ご感想は 

立山町議会内　議会だより係 まで

議会広報特別委員会
委 員 長 堀田　　努
副委員長 松原　幹昌

委　員 村井　一仁
〃 経明　　純
〃 宇佐美　淳
〃 松倉　勝実

令和8年5月１日（金）から令和8年6月19日（金）まで
立山町に在住、在学、在勤の方
●１年以内に立山町内で撮影した風景、イベント、人等の写真（１人２枚まで）
●デジタル写真データ（JPEG形式、サイズ１MB以上５MB以下）
必要事項「住所、氏名、電話番号、撮影場所、撮影日、写真タイトル」
を明記の上、USBメモリ等の持参又は郵送、電子メール等により
ご応募ください。
●町ＨＰ及び議会だより本紙（8月１日発行）にて掲載します。
●掲載する情報は、「写真、氏名、撮影場所、撮影日」です。
●応募者ご自身が撮影した未加工のカラー写真で、未発表のものに
限ります。

●掲応募写真に関する著作権、肖像権等に関する責任は全て応募
者に帰属し、無償で立山町議会が使用することを許諾することと
なります。

●紙面の都合上、トリミング等の加工を施す場合があります。
〒930-0292 富山県中新川郡立山町前沢2440番地 
立山町議会事務局内 議会広報特別委員会
E-mail：gikai@town.tateyama.lg.jp

応募は上記からも
可能です。

次回の
表紙
テーマは

あなたの　　　　　の一枚
他人に自慢したい風景・人（家族、友人など）・

行事など幅広くご応募ください。

6月立山町議会定例会日程

★委員会の傍聴については、議会事務局にお問い合わせください。
★本会議の傍聴…どなたでも傍聴できます。

令和8年2月6日に
開催された富山県町
村議会議長会定期
総会において、内山
昭氏が町村議会議
員特別表彰を受け
ました。

期日 時間 会　議　内　容

●本会議
一般質問・質疑、
議案等の委員会付託

8日（月）10：00～
●本会議
（提案理由の説明）
●全員協議会

15日（月）10：00～

18日（木） 9：00～ ●総務教育常任委員会

19日（金） 9：00～ ●産業厚生常任委員会

23日（火）13：30～ ●本会議
（委員長報告、討論、採決）

｜とっておき｜

TEL 076-462-9984
E-mail gikai@town.tateyama.lg.jp
図書館及び町HPの［議会会議録］もご覧ください

FAX 076-464-1118

中嶋 あいりさん 青柳 渓子さん
継続
英語教育等支援員
立山小学校区を中
心に英語のスキルを
活かし教育活動に取
り組む。

新規
準提案型隊員
上段丘陵等の森林
の健全な管理と地
域資源の活用に取
り組む。

令和8年度
地域おこし協力隊の
方々を紹介します。
地域おこし協力隊

暖
か
な
春
を
迎
え
、世
の
中
は
活

発
に
動
き
出
し
ま
し
た
。希
望
に
満

ち
た
旅
立
ち
の
、清
々
し
い
季
節
で
す
。

一
方
で
は
、熊
も
冬
眠
か
ら
目
覚
め
る

季
節
で
す
。昨
年
は
熊
な
ど
の
動
物

が
平
野
部
に
現
れ
、警
戒
を
強
い
ら
れ

る
一
年
で
し
た
。今
年
も
出
現
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、身
の
安
全
の
た
め

み
な
さ
ん
で
、雑
木
処
理
な
ど
で
き
る

こ
と
を
協
力
し
合
い
、行
動
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

（
堀
田

　記
）

暖
か
な
春
を
迎
え
、世
の
中
は
活

発
に
動
き
出
し
ま
し
た
。希
望
に
満

ち
た
旅
立
ち
の
、清
々
し
い
季
節
で
す
。

一
方
で
は
、熊
も
冬
眠
か
ら
目
覚
め
る

季
節
で
す
。昨
年
は
熊
な
ど
の
動
物

が
平
野
部
に
現
れ
、警
戒
を
強
い
ら
れ

る
一
年
で
し
た
。今
年
も
出
現
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、身
の
安
全
の
た
め

み
な
さ
ん
で
、雑
木
処
理
な
ど
で
き
る

こ
と
を
協
力
し
合
い
、行
動
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

（
堀
田

　記
）
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